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介
護
支
援
専
門
員
（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）
は
、
介
護
保
険
法
に
規
定
さ
れ
た
専
門
職
で
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
（
ケ
ア
プ
ラ

ン
）
の
立
案
を
担
う
と
と
も
に
、
生
活
課
題
を
制
度
横
断
的
に
対
応
で
き
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し

て
い
る
。
指
定
居
宅
介
護
支
援
基
準
省
令
解
釈
通
知
第
２
の
１
基
本
方
針
で
は
、
指
定
居
宅
介
護
支
援
の
事
業
は
、
利
用
者
の

心
身
の
状
況
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
等
に
応
じ
て
、
利
用
者
の
選
択
に
基
づ
き
、
適
切
な
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
及
び
福
祉

サ
ー
ビ
ス
が
、
多
様
な
事
業
者
か
ら
、
総
合
的
か
つ
効
率
的
に
提
供
さ
れ
る
よ
う
配
慮
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
旨
記
載
さ
れ
て
お
り
、
支
援
を
必
要
と
す
る
全
て
の
利
用
者
が
公
平
に
支
援
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
が
、
財

政
制
度
等
審
議
会
・
財
政
制
度
分
科
会
か
ら
は
、
居
宅
介
護
支
援
（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）
へ
の
自
己
負
担
導
入
の
必
要
性
が

繰
り
返
し
提
起
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
以
下
、
質
問
す
る
。 

一 

本
来
、
間
接
支
援
で
あ
る
居
宅
介
護
支
援
と
、
直
接
支
援
を
行
う
他
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
は
異
な
る
位
置
づ
け
で
あ
り
、
公

的
制
度
に
お
け
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
に
対
し
、
利
用
者
負
担
を
求
め
る
こ
と
は
不
適
切
で
は
な
い
か
。
政
府
の
認
識
を
問

う
。 

二 

居
宅
介
護
支
援
の
有
料
化
が
実
施
さ
れ
れ
ば
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
控
え
が
進
む
可
能
性
が
あ
る
一
方
、
利
用
者
の
意



 

２ 

 

向
次
第
で
過
剰
な
サ
ー
ビ
ス
計
画
と
な
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
の
政
府
の
見
解
を
問
う
。 

三 
居
宅
介
護
支
援
の
有
料
化
に
よ
る
利
用
者
へ
の
影
響
を
把
握
す
る
た
め
の
政
府
の
取
り
組
み
を
問
う
。 

 

右
質
問
す
る
。 


